



Music expression ability in the transition period
between kindergarten and elementary school:
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ア 明るく軽快な感じのもの イ 静かで旋律の美しいもの
ウ なるべく種類や演奏形態の違うもの
エ 共通教材「ガボット」「おもちゃの兵隊」「森のかじや」
【Ｃ 歌唱】
⑴ すすんで楽しく歌おうとする意欲を育てる。
ア 歌詞の内容を理解し，気持ちをこめて楽しく歌うこと。
イ 自由な身体表現をしながら歌うこと。
ウ ひとりでのびのびと歌ったり，みんなで声をそろえて歌ったりする楽
しさを味わうこと。
⑵ 歌唱の基礎的技能を育てる。
ア 聴唱法で歌うこと。また，習った歌をなるべく多く階名模唱したり階
名暗唱したりすること。
イ きれいな声に気づいて，歌声に慣れること。
ウ はっきりした発声で歌うこと。
エ リズムや音程を正しく歌うこと。
オ その曲を最も美しく表現できる速さと強さで歌うこと。
カ 施律のまとまりをとらえ，歌い出し，息つぎ，歌い終わりに気をつけ
て歌うこと。
キ 伴奏をよく聞きながら歌うこと。
⑶ 次の各項に該当する歌曲を，カに示す共通教材3曲を含めて年間18曲
以上歌わせる。
ア 曲態は単音の歌曲（擬音擬声ふうの合唱を加えてもよい。）
イ 調は長調，短調および日本旋法のもの
ウ 拍子は2／4，3／4，4／4および6／8で，それぞれリズムの単
純なもの
オ 歌詞は原則として口語体で平易なもの
カ 共通教材「かたつむり」「月」「日のまる」
表7 昭和39年度幼稚園教育要領と昭和43年度小学校学習指導要領（音楽科編）の比較（表1－⑥）
幼稚園教育要領 領域「音楽リズム」（昭和39年度） 小学校学習指導要領（音楽科編）（昭和43年度）
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内容
1のびのびと歌ったり，楽器をひいたりして表現の喜びを味
わう。
⑴ いろいろな歌を歌うことを楽しむ。
⑵ みんなといっしょに喜んで歌い，ひとりでも歌える。
⑶ すなおな声，はっきりしたことばで音程やリズムに気を
つけて歌う。
⑷ カスタネット，タンブリン，その他の楽器に親しむ。
⑸ 曲の速度や強弱に気をつけて楽器をひく。
⑹ みんなといっしょに喜んで楽器をひく。
⑺ 役割を分担したり，交替したりなどして，楽器をひく。
⑻ 楽器をたいせつに扱う。
2のびのびと動きのリズムを楽しみ，表現の喜びを味わう。
（略）
3音楽に親しみ，聞くことに興味をもつ。
（略）
4感じたこと，考えたことなどを音や動きに表現しようとす
る。
（略）
留意点
ア 1に関する事項の指導にあたっては，幼児の年齢や発達
の程度に応じて無理のないように，のびのびと楽しんて
歌ったり，楽器をひいたりさせ，しだいに音楽についての
基礎的な技能や感覚を養うようにすること。なお，歌の指
導については，幼児が親しみやすく，歌いやすい歌を取り
上げ，歌うことの喜びを味わわせながら，しだいに発声，
音程などにも注意して歌うようにさせること。また，楽器
の指導については，リズム楽器を主体として楽器を自由に
ひかせ，それらの楽器に親しませ，しだいに幼児の年齢や
発達の程度に応じて，基礎的なひき方の指導を加えたり，
可能な場合には簡易な分担奏を楽しませたりすること。
イ 2に関する事項の指導にあたっては，幼児の年齢や発達
の程度に応じたさまざまな表現活動をさせるようにし，か
らだをのびのびとリズミカルに動かすことを楽しませるよ
うにすること。また，集団的な遊びのなかでリズミカルな
ものを適当に加えるようにすること。
ウ 3に関する事項の指導にあたっては，幼児の年齢や発達
の程度などを考慮して，できるだけすぐれた音楽に接する
機会を多くし，しだいに音楽に親しませるようにするこ
と。
エ 4に関する事項の指導にあたっては，幼児の年齢や発達
の程度を考慮して，幼児の気持ちや考えを自由に表現さ
せ，創造的な活動を楽しませて，創造的な表現への意欲を
高めるようにすること。
オ 1，2，3および4の事項の指導にあたっては，いずれ
にもかたよることなく，種々の経験や活動をできるだけ総
合的に行なわせて，情操を豊かにし，生活にうるおいをも
たせるように常に配慮すること。
教育目標
表現及び鑑賞の活動を通して，音楽性を培うとともに，音楽を愛好する心
情を育て，豊かな情操を養う。
1．目標【第1学年】
⑴ 音楽の美しさを感じ取らせるとともに，音楽についての興味や関心を
もたせる。
⑵ リズムの聴取や表現に重点を置いて，表現及び鑑賞の能力を養う。
⑶ 音楽経験を生かして，生活を明るく楽しいものにする態度と習慣を育
てる。
2．内容【第1学年】 抜粋
【Ａ 表現】
⑴ 表現の能力に関して，次の事項を指導する。
ア 範唱や範奏を聴いて歌うこと。
イ リズムフレーズの拍の流れを感じ取って，演奏したり，身体表現をし
たりすること。
ウ 曲想を感じ取り，また，歌詞の表す情景を想像して表現すること。
エ 自分の歌声を聴きながら歌うこと。
オ ハーモニカ及び打楽器に親しみ，簡単なリズムや旋律を工夫して表現
すること。
カ リズム遊びやふし遊びをし，即興的にリズムや旋律を工夫して表現す
ること。
キ 伴奏の響きを聴いて歌うこと。また，互いに歌声や楽器の音を聴き合っ
て演奏すること。
⑵ 教材は，次に示すものを取り扱う。
ア 歌唱教材は，ウの共通教材3曲を含めて，単音の曲を年間16曲程度。
イ 器楽の合奏教材は，既習の歌唱教材を中心とし，主旋律に打楽器の簡
単なリズム伴奏を加えたものを年間3曲程度。
ウ 共通教材
「うみ」（文部省唱歌）
「ひらいたひらいた」（わらべうた）
「日のまる」（文部省唱歌）
【Ｂ 鑑賞】
⑴ 鑑賞の能力に関して，次の事項を指導する。
ア 旋律を口ずさんだり，身体反応をしたりしながら聴くこと。
イ リズム，旋律及び速さの特徴に気を付けて聴くこと。
ウ 主な旋律に気を付けて聴くこと。
エ いろいろな楽器の音色に気を付けて聴くこと。
⑵ 教材は，ウの共通教材3曲を含めて，次に示すものを年間6曲程度取
り扱う。
ア 舞曲を含めたいろいろな種類の声楽曲や器楽曲
イ いろいろな演奏形態による声楽曲や器楽曲
ウ 共通教材
「ガボット」ゴセック作曲
「おもちゃの兵隊」イェッセル作曲
「おどる子ねこ」アンダソン作曲
表8 昭和39年度幼稚園教育要領と昭和52年度小学校学習指導要領（音楽科編）の比較（表1－⑦）
幼稚園教育要領 領域「音楽リズム」（昭和39年度） 小学校学習指導要領（音楽科編）（昭和52年度）
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観点
この領域は，豊かな感性を育て，感じたことや考えたことを
表現する意欲を養い，創造牲を豊かにする観点から示したも
のである。
1．ねらい
⑴ いろいろなものの美しさなどに対する豊かな感性をも
つ。
⑵ 感じたことや考えたことを様々な方法で表現しようとす
る。
⑶ 生活の中でイメージを豊かにし，様々な表現を楽しむ。
2．内容（抜粋）
⑴ 生活の中で様々な音，色，形，手触り，動きなどに気付
いたり楽しんだりする。
⑵ 生活の中で美しいものや心を動かす出来事に触れ，イ
メージを豊かにする。
⑶ 様々な出来事の中で，感動したことを伝え合う楽しさを
味わう。
⑷ 感じたこと，考えたことなどを音や動きなどで表現した
り自由にかいたりつくったりする。
⑹ 音楽に親しみ，歌を歌ったり簡単なリズム楽器を使った
りする楽しさを味わう。
⑻ 自分のイメージを動きや言葉などで表現し，演じて遊ぶ
楽しさを味わう。
3．留意事項
⑴ 豊かな感性は，日常生活の中で美しいもの，優れたもの，
心に残るような出来事などに出会い，そこから得た感動を
他の幼児や教師と共有し様々に表現することなどを通して
養われるようにすること。
⑵ 生活経験や発達に応じ，自ら様々な表現を楽しみ表現す
る意欲を十分に発揮させることができるような材料や用具
などを適切に整えること。
⑶ 幼児が自分の気持ちや考えを素朴に表現することを大切
にし，生活と遊離した特定の技能を身に付けさせるための
偏った指導を行うことのないようにすること。
教育目標
表現及び鑑賞の活動を通して，音楽性の基礎を培うとともに，音楽を愛好
する心情と音楽に対する感性を育て，豊かな情操を養う。
1．目標【第1学年及び第2学年】
⑴ 音楽の美しさを感じ取り，音楽に対する興味や関心をもつようにす
る。
⑵ リズムの聴取と表現に重点を置いて，表現及び鑑賞の能力を育てる。
⑶ 音楽経験を生かして，生活を明るく潤いのあるものにする態度と習慣
を育てる。
2．内容【第1学年】 抜粋
Ａ 表現
⑴ 音楽を聴いて演奏できるようにする。
ア 範唱や範奏を聴いて演奏すること。
イ 階名で模唱したり暗唱したりすること。
⑵ 楽曲の気分や音楽を特徴付けている要素を感じ取って，工夫して表現
できるようにする。
ア 歌詞の表す情景や気持ちを想像して表現すること。
イ 拍の流れやフレーズを感じ取って，演奏したり身体表現をしたりす
ること。
ウ 伴奏の響きを聴いて演奏すること。
エ 互いに歌声や楽器の音を聴き合って演奏すること。
⑶ 歌い方や楽器の奏法を身に付けるようにする。
ア 自分の歌声に気を付けて歌うこと。
イ ハーモニカ及び打楽器に親しみ，簡単なリズムや旋律を演奏するこ
と。
⑷ 音楽をつくって表現できるようにする。
ア 簡単なリズムや旋律をつくって表現すること。
イ 即興的に音を探して表現すること。
⑸ 教材は次に示すものを取り扱う。
ア 主となる歌唱教材は，ウの共通教材の中の3曲を含めて，斉唱で歌
う楽曲を年間16曲程度。
イ 主となる合奏教材は，既習の歌唱教材を中心とし，主旋律に打楽器
のリズム伴奏を加えたものを年間3曲程度。
ウ 共通教材「うみ」（文部省唱歌）
「かたつむり」（文部省唱歌）
「日のまる」（文部省唱歌）
「ひらいたひらいた」（わらべうた）
Ｂ 鑑賞
⑴ 音楽を聴いて感じ取ることができるようにする。
ア 楽曲の気分を感じ取って聴くこと。
イ リズム，旋律及び速さに気を付けて聴くこと。
ウ 主な旋律に気を付けて聴くこと。
エ 楽器の音色に気を付けて聴くこと。
⑵ 教材は次に示すものを取り扱う。
ア 主となる鑑賞教材は，イの共通教材3曲を含めて，次に示すものを
年間6曲程度。
（ア）行進曲及び舞曲を含めたいろいろな種類の楽曲
（イ）いろいろな演奏形態による楽曲
（ウ）日常の活動や経験に関連して親しみやすく，身体反応の快さを感
じ取ることができる楽曲
イ 共通教材「アメリカン・パトロール」ミーチャム作曲
「おどる子ねこ」アンダソン作曲
「おもちゃの兵隊」イェッセル作曲
表9 平成元年度幼稚園教育要領と平成元年度小学校学習指導要領（音楽科編）の比較（表1－⑧）
幼稚園教育要領 領域「表現」（平成元年度） 小学校学習指導要領（音楽科編）（平成元年度）
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感じたことや考えたことを自分なりに表現することを通し
て，豊かな感性や表現する力を養い，創造性を豊かにする。
1．ねらい
⑴ いろいろなものの美しさなどに対する豊かな感性をも
つ。
⑵ 感じたことや考えたことを自分なりに表現して楽しむ。
⑶ 生活の中でイメージを豊かにし，様々な表現を楽しむ。
2．内容（抜粋）
⑴ 生活の中で様々な音，色，形，手触り，動きなどに気付
いたり，楽しんだりする。
⑵ 生活の中で美しいものや心を動かす出来事に触れ，イ
メージを豊かにする。
⑶ 様々な出来事の中で，感動したことを伝え合う楽しさを
味わう。
⑷ 感じたこと，考えたことなどを音や動きなどで表現した
り，自由にかいたり，つくったりする。
⑹ 音楽に親しみ，歌を歌ったり，簡単なリズム楽器を使っ
たりする楽しさを味わう。
⑻ 自分のイメージを動きや言葉などで表現したり，演じて
遊んだりする楽しさを味わう。
3．内容の取扱い
⑴ 豊かな感性は，自然などの身近な環境と十分にかかわる
中で美しいもの，優れたもの，心を動かす出来事などに出
会い，そこから得た感動を他の幼児や教師と共有し，様々
に表現することなどを通して養われるようにすること。
⑵ 幼児の自己表現は素朴な形で行われることが多いので，
教師はそのような表現を受容し，幼児自身の表現しようと
する意欲を受け止めて，幼児が生活の中で幼児らしい様々
な表現を楽しむことができるようにすること。
⑶ 生活経験や発達に応じ，自ら様々な表現を楽しみ，表現
する意欲を十分に発揮させることができるような遊具や用
具などを整え，自己表現を楽しめるように工夫すること。
表現及び鑑賞の活動を通して，音楽を愛好する心情と音楽に対する感性を
育てるとともに，音楽活動の基礎的な能力を培い，豊かな情操を養う。
1．目標【第1学年及び第2学年】
⑴ 楽しい音楽活動を通して，音楽に対する興味・関心をもち，音楽経験
を生かして生活を明るく潤いのあるものにする態度と習慣を育てる。
⑵ リズムに重点を置いた活動を通して，基礎的な表現の能力を育て，音
楽表現の楽しさに気付くようにする。
⑶ 音楽の楽しさを感じ取って聴き，様々な音楽に親しむようにする。
2．内容【第1学年及び第2学年】 抜粋
【Ａ 表現】
⑴ 音楽を聴いて演奏できるようにする。
ア 範唱や範奏を聴いて演奏すること。
イ 階名で模唱や暗唱をしたり，リズム譜に親しんだりすること。
⑵ 楽曲の気分や音楽を特徴付けている要素を感じ取って，工夫して表現
できるようにする。
ア 歌詞の表す情景や気持ちを想像して表現すること。
イ 拍の流れやフレーズを感じ取って，演奏したり身体表現をしたりす
ること。
ウ 互いの歌声や楽器の音，伴奏の響きを聴いて演奏すること。
⑶ 歌い方や楽器の演奏の仕方を身に付けるようにする。
ア 自分の歌声及び発音に気を付けて歌うこと。
イ 身近な楽器に親しみ，簡単なリズムや旋律を演奏すること。
⑷ 音楽をつくって表現できるようにする。
ア リズム遊びやふし遊びなどを楽しみ，簡単なリズムをつくって表現
すること。
イ 即興的に音を探して表現し，音遊びを楽しむこと。
⑸ 表現教材は次に示すものを取り扱う。
ア 主となる歌唱教材については，各学年ともウの共通教材の中の3曲
を含めて，斉唱及び輪唱で歌う楽曲
イ 主となる器楽教材については，既習の歌唱教材を含めて，主旋律に
簡単なリズム伴奏や低声部などを加えた楽曲
ウ 共通教材
〔第1学年〕「うみ」（文部省唱歌）
「かたつむり」（文部省唱歌）
「日のまる」（文部省唱歌）
「ひらいたひらいた」（わらべうた）
〔第2学年〕「かくれんぼ」（文部省唱歌）
「春がきた」（文部省唱歌）
「虫のこえ」（文部省唱歌）
「夕やけこやけ」
【Ｂ 鑑賞】
⑴ 音楽を聴いてそのよさや楽しさを感じ取るようにする。
ア 楽曲の気分を感じ取って聴くこと。
イ リズム，旋律及び速さに気を付けて聴くこと。
ウ 楽器の音色に気を付けて聴くこと。
⑵ 鑑賞教材は次に示すものを取り扱う。
ア 日常の生活に関連して，情景を思い浮かべやすい楽曲
イ 行進曲，踊りの音楽，身体反応の快さを感じ取りやすい音楽など，
いろいろな種類の楽曲
ウ 児童にとって親しみやすい，いろいろな演奏形態による楽曲
表10 平成10年度幼稚園教育要領と平成10年度小学校学習指導要領（音楽科編）の比較（表1－⑨）
幼稚園教育要領 領域「表現」（平成10年度） 小学校学習指導要領（音楽科編）（平成10年度）
教育目標
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感じたことや考えたことを自分なりに表現することを通し
て，豊かな感性や表現する力を養い，創造性を豊かにする。
1．ねらい
⑴ いろいろなものの美しさなどに対する豊かな感性をも
つ。
⑵ 感じたことや考えたことを自分なりに表現して楽しむ。
⑶ 生活の中でイメージを豊かにし，様々な表現を楽しむ。
2．内容（抜粋）
⑴ 生活の中で様々な音，色，形，手触り，動きなどに気付
いたり，感じたりするなどして楽しむ。
⑵ 生活の中で美しいものや心を動かす出来事に触れ，イ
メージを豊かにする。
⑶ 様々な出来事の中で，感動したことを伝え合う楽しさを
味わう。
⑷ 感じたこと，考えたことなどを音や動きなどで表現した
り，自由にかいたり，つくったりなどする。
⑹ 音楽に親しみ，歌を歌ったり，簡単なリズム楽器を使っ
たりなどする楽しさを味わう。
⑻ 自分のイメージを動きや言葉などで表現したり，演じて
遊んだりするなどの楽しさを味わう。
3．内容の取扱い
⑴ 豊かな感性は，自然などの身近な環境と十分にかかわる
中で美しいもの，優れたもの，心を動かす出来事などに出
会い，そこから得た感動を他の幼児や教師と共有し，様々
に表現することなどを通して養われるようにすること。
⑵ 幼児の自己表現は素朴な形で行われることが多いので，
教師はそのような表現を受容し，幼児自身の表現しようと
する意欲を受け止めて，幼児が生活の中で幼児らしい様々
な表現を楽しむことができるようにすること。
⑶ 生活経験や発達に応じ，自ら様々な表現を楽しみ，表現
する意欲を十分に発揮させることができるように，遊具や
用具などを整えたり，他の幼児の表現に触れられるよう配
慮したりし，表現する過程を大切にして自己表現を楽しめ
るように工夫すること。
表現及び鑑賞の活動を通して，音楽を愛好する心情と音楽に対する感性を
育てるとともに，音楽活動の基礎的な能力を培い，豊かな情操を養う。
1．目標【第1学年及び第2学年】
⑴ 楽しく音楽にかかわり，音楽に対する興味・関心をもち，音楽経験を
生かして生活を明るく潤いのあるものにする態度と習慣を育てる。
⑵ 基礎的な表現の能力を育て，音楽表現の楽しさに気付くようにする。
⑶ 様々な音楽に親しむようにし，基礎的な鑑賞の能力を育て，音楽を味
わって聴くようにする。
2．内容【第1学年及び第2学年】 抜粋
【Ａ 表現】
⑴ 歌唱の活動を通して，次の事項を指導する。
ア 範唱を聴いて歌ったり，階名で模唱したり暗唱したりすること。
イ 歌詞の表す情景や気持ちを想像したり，楽曲の気分を感じ取ったり
し，思いをもって歌うこと。
ウ 自分の歌声及び発音に気を付けて歌うこと。
エ 互いの歌声や伴奏を聴いて，声を合わせて歌うこと。
⑵ 器楽の活動を通して，次の事項を指導する。
ア 範奏を聴いたり，リズム譜などを見たりして演奏すること。
イ 楽曲の気分を感じ取り，思いをもって演奏すること。
ウ 身近な楽器に親しみ，音色に気を付けて簡単なリズムや旋律を演奏
すること。
エ 互いの楽器の音や伴奏を聴いて，音を合わせて演奏すること。
⑶ 音楽づくりの活動を通して，次の事項を指導する。
ア 声や身の回りの音の面白さに気付いて音遊びをすること。
イ 音を音楽にしていくことを楽しみながら，音楽の仕組みを生かし，
思いをもって簡単な音楽をつくること。
⑷ 表現教材は次に示すものを取り扱う。
ア 主となる歌唱教材については，各学年ともウの共通教材を含めて，
斉唱及び輪唱で歌う楽曲
イ 主となる器楽教材については，既習の歌唱教材を含めて，主旋律に
簡単なリズム伴奏や低声部などを加えた楽曲
ウ 共通教材
〔第1学年〕「うみ」（文部省唱歌）
「かたつむり」（文部省唱歌）
「日のまる」（文部省唱歌）
「ひらいたひらいた」（わらべうた）
〔第2学年〕「かくれんぼ」（文部省唱歌）
「春がきた」（文部省唱歌）
「虫のこえ」（文部省唱歌）
「夕やけこやけ」
【Ｂ 鑑賞】
⑴ 鑑賞の活動を通して，次の事項を指導する。
ア 楽曲の気分を感じ取って聴くこと。
イ 音楽を形づくっている要素のかかわり合いを感じ取って聴くこと。
ウ 楽曲を聴いて想像したことや感じ取ったことを言葉で表すなどし
て，楽曲や演奏の楽しさに気付くこと。
⑵ 鑑賞教材は次に示すものを取り扱う。
ア 我が国及び諸外国のわらべうたや遊びうた，行進曲や踊りの音楽な
ど身体反応の快さを感じ取りやすい音楽，日常の生活に関連して情景
を思い浮かべやすい楽曲
イ 音楽を形づくっている要素の働きを感じ取りやすく，親しみやすい
楽曲
ウ 楽器の音色や人の声の特徴を感じ取りやすく親しみやすい，いろい
ろな演奏形態による楽曲
〔共通事項〕
⑴ 「Ａ表現」及び「Ｂ鑑賞」の指導を通して，次の事項を指導する。
ア 音楽を形づくっている要素のうち次の（ア）及び（イ）を聴き取り，
それらの働きが生み出すよさや面白さ，美しさを感じ取ること。
（ア）音色，リズム，速度，旋律，強弱，拍の流れやフレーズなどの音
楽を特徴付けている要素
（イ）反復，問いと答えなどの音楽の仕組み
イ 身近な音符，休符，記号や音楽にかかわる用語について，音楽活動
を通して理解すること。
表11 平成20年度幼稚園教育要領と平成20年度小学校学習指導要領（音楽科編）の比較（表1－⑩）
幼稚園教育要領 領域「表現」（平成20年度） 小学校学習指導要領（音楽科編）（平成20年度）
教育目標
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感じたことや考えたことを自分なりに表現することを通し
て，豊かな感性や表現する力を養い，創造性を豊かにする。
1．ねらい
⑴ いろいろなものの美しさなどに対する豊かな感性をも
つ。
⑵ 感じたことや考えたことを自分なりに表現して楽し
む。
⑶ 生活の中でイメージを豊かにし，様々な表現を楽し
む。
2．内容（抜粋）
⑴ 生活の中で様々な音，形，色，手触り，動きなどに気
付いたり，感じたりするなどして楽しむ。
⑵ 生活の中で美しいものや心を動かす出来事に触れ，イ
メージを豊かにする。
⑶ 様々な出来事の中で，感動したことを伝え合う楽しさ
を味わう。
⑷ 感じたこと，考えたことなどを音や動きなどで表現し
たり，自由にかいたり，つくったりなどする。
⑹ 音楽に親しみ，歌を歌ったり，簡単なリズム楽器を使っ
たりなどする楽しさを味わう。
⑻ 自分のイメージを動きや言葉などで表現したり，演じ
て遊んだりするなどの楽しさを味わう。
3．内容の取扱い
⑴ 豊かな感性は，身近な環境と十分に関わる中で美しい
もの，優れたもの，心を動かす出来事などに出会い，そ
こから得た感動を他の幼児や教師と共有し，様々に表現
することなどを通して養われるようにすること。その
際，風の音や雨の音，身近にある草や花の形や色など自
然の中にある音，形，色などに気付くようにすること。
⑵ 幼児の自己表現は素朴な形で行われることが多いの
で，教師はそのような表現を受容し，幼児自身の表現し
ようとする意欲を受け止めて，幼児が生活の中で幼児ら
しい様々な表現を楽しむことができるようにすること。
⑶ 生活経験や発達に応じ，自ら様々な表現を楽しみ，表
現する意欲を十分に発揮させることができるように，遊
具や用具などを整えたり，様々な素材や表現の仕方に親
しんだり，他の幼児の表現に触れられるよう配慮したり
し，表現する過程を大切にして自己表現を楽しめるよう
に工夫すること。
3 内容の取扱い
⑴ 歌唱教材は次に示すものを取り扱う。
共通教材
〔第1学年〕「うみ」（文部省唱歌）
「かたつむり」（文部省唱歌）
「日のまる」（文部省唱歌）
「ひらいたひらいた」（わらべうた）
〔第2学年〕「かくれんぼ」（文部省唱歌）
「春がきた」（文部省唱歌）
「虫のこえ」（文部省唱歌）
「夕やけこやけ」
⑵ 主となる器楽教材については，既習の歌唱教材を含
め，主旋律に簡単なリズム伴奏や低声部などを加えた曲
を取り扱う。
⑶ 鑑賞教材は次に示すものを取り扱う。
ア 我が国及び諸外国のわらべうたや遊びうた，行進曲
や踊りの音楽など体を動かすことの快さを感じ取りや
すい音楽，日常の生活に関連して情景を思い浮かべや
すい音楽など，いろいろな種類の曲
イ 音楽を形づくっている要素の働きを感じ取りやす
く，親しみやすい曲
ウ 楽器の音色や人の声の特徴を捉えやすく親しみやす
い，いろいろな演奏形態による曲
表現及び鑑賞の活動を通して，音楽的な見方・考え方を働かせ，生活や社会
の中の音や音楽と豊かに関わる資質・能力を次のとおり育成することを目指
す。
⑴ 曲想と音楽の構造などとの関わりについて理解するとともに，表したい
音楽表現をするために必要な技能を身に付けるようにする。
⑵ 音楽表現を工夫することや，音楽を味わって聴くことができるようにす
る。
⑶ 音楽活動の楽しさを体験することを通して，音楽を愛好する心情と音楽
に対する感性を育むとともに，音楽に親しむ態度を養い，豊かな情操を培
う。
1．目標【第1学年及び第2学年】
⑴ 曲想と音楽の構造などとの関わりについて気付くとともに，音楽表現を
楽しむために必要な歌唱，器楽，音楽づくりの技能を身に付けるようにす
る。
⑵ 音楽表現を考えて表現に対する思いをもつことや，曲や演奏の楽しさを
見いだしながら音楽を味わって聴くことができるようにする。
⑶ 楽しく音楽に関わり，協働して音楽活動をする楽しさを感じながら，身
の回りの様々な音楽に親しむとともに，音楽経験を生かして生活を明るく
潤いのあるものにしようとする態度を養う。
2．内容【第1学年及び第2学年】 抜粋
Ａ 表現
⑴ 歌唱の活動を通して，次の事項を身に付けることができるよう指導す
る。
ア 歌唱表現についての知識や技能を得たり生かしたりしながら，曲想を
感じ取って表現を工夫し，どのように歌うかについて思いをもつこと。
イ 曲想と音楽の構造との関わり，曲想と歌詞の表す情景や気持ちとの関
わりについて気付くこと。
ウ 思いに合った表現をするために必要な次の（ア）から（ウ）までの技
能を身に付けること。
（ア）範唱を聴いて歌ったり，階名で模唱したり暗唱したりする技能
（イ）自分の歌声及び発音に気を付けて歌う技能
（ウ）互いの歌声や伴奏を聴いて，声を合わせて歌う技能
⑵ 器楽の活動を通して，次の事項を身に付けることができるよう指導す
る。
ア 器楽表現についての知識や技能を得たり生かしたりしながら，曲想を
感じ取って表現を工夫し，どのように演奏するかについて思いをもつこ
と。
イ 次の（ア）及び（イ）について気付くこと。
（ア）曲想と音楽の構造との関わり
（イ）楽器の音色と演奏の仕方との関わり
ウ 思いに合った表現をするために必要な次の（ア）から（ウ）までの技
能を身に付けること。
（ア）範奏を聴いたり，リズム譜などを見たりして演奏する技能
（イ）音色に気を付けて，旋律楽器及び打楽器を演奏する技能
（ウ）互いの楽器の音や伴奏を聴いて，音を合わせて演奏する技能
⑶ 音楽づくりの活動を通して，次の事項を身に付けることができるよう指
導する。
ア 音楽づくりについての知識や技能を得たり生かしたりしながら，次の
（ア）及び（イ）をできるようにすること。
（ア）音遊びを通して，音楽づくりの発想を得ること。
（イ）どのように音を音楽にしていくかについて思いをもつこと。
イ 次の（ア）及び（イ）について，それらが生み出す面白さなどと関わ
らせて気付くこと。
（ア）声や身の回りの様々な音の特徴
（イ）音やフレーズのつなげ方の特徴
ウ 発想を生かした表現や，思いに合った表現をするために必要な次の
（ア）及び（イ）の技能を身に付けること。
（ア）設定した条件に基づいて，即興的に音を選んだりつなげたりして表
現する技能
（イ）音楽の仕組みを用いて，簡単な音楽をつくる技能
Ｂ 鑑賞
⑴ 鑑賞の活動を通して，次の事項を身に付けることができるよう指導する
ア 鑑賞についての知識を得たり生かしたりしながら，曲や演奏の楽しさ
を見いだし，曲全体を味わって聴くこと。
イ 曲想と音楽の構造との関わりについて気付くこと。
〔共通事項〕
⑴ 「Ａ表現」及び「Ｂ鑑賞」の指導を通して，次の事項を身に付けること
ができるよう指導する。
ア 音楽を形づくっている要素を聴き取り，それらの働きが生み出すよさ
や面白さ，美しさを感じ取りながら，聴き取ったことと感じ取ったこと
との関わりについて考えること。
イ 音楽を形づくっている要素及びそれらに関わる身近な音符，休符，記
号や用語について，音楽における働きと関わらせて理解すること。
表12 平成29年度幼稚園教育要領と平成29年度小学校学習指導要領（音楽科編）の比較（表1－⑪）
幼稚園教育要領 領域「表現」（平成29年度） 小学校学習指導要領（音楽科編）（平成29年度）
教育目標
幼稚園教育要領と小学校学習指導要領からみる幼小接続期における音楽表現能力の関連 37
